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審査要旨 
  中国における異文化間コミュニケーション能力の開発は、2001 年の英語カリキュラムで提唱され、同時
に、グローバル意識を育成する必要性が高校の英語教育において提唱された。しかしながら、グローバル
意識がいかなるものかについては、教育実践のための詳しいガイドラインでは十分説明されておらず、現
場の教師のグローバル意識を扱っている実証研究も少ない。グローバル意識に関する教師の信条を調査す
れば、授業実践をよく理解することができるであろうと思われる。 
本研究の目的は、質的ケーススタディ（qualitative case study）として、中国・河南省の高等学校に
おける外国語教師を対象とし、グローバル意識に関する信条と実践を調査することであった。 
協力者は 21 名の英語教師であった。データの収集方法は、詳細な聴き取り、フォーカスグループ・イン
タビュー、教室観察であった。データは、リサーチ・クエスチョンに従い、グラウンデッド・セオリー・
アプローチによってコード化され、専門のソフトウェア NVivo8 を用いて、質的に分析された。 
この分析を通して、グローバル意識の概念的枠組み、目的と重要性、言語学習とグローバル意識との関
係、および教室での教授法について、本研究者は一定の結果を得た。 
具体的には、普通科の英語授業では、中国人教師が語彙レッスン、文法レッスン、マルチメディア学習、
英語授業研究会のようなさまざまな教育活動を通じてグローバル意識を育んでいることがわかった。本研
究者は、知識、技能、態度を含むグローバル意識の枠組みを用いた中国人教師による授業実践を分析し、
その枠組みと、授業で実際に言及されるグローバル意識の内容を比較した。国際科の英語授業では、3人の
カナダ人英語教師による授業実践が、英語新聞、クリスマスの授業、演劇を通じてグローバルな諸問題に
ついて学ばせることにより、生徒のグローバル意識を育成していることが分かった。 
本論文は序論、先行文献、研究方法、結果、考察、結論から成る。第1章「序論」では、グローバル意識
に関する教師の信条と実践を調査する本研究の背景が述べられる。まず、問題提起、研究目的と研究方法、
理論の根拠と研究意義について論じている。さらに、用語の定義を行い、論文全体の構成も述べている。
第2章「先行文献」では、グローバル意識と異文化間コミュニケーション能力の理論に関する教師の信条と
授業実践が検討される。第一節は、グローバル意識の先行研究である。第二節では、外国語教師の認知と
異文化間コミュニケーション能力を検討している。第三節では、グローバル·シチズンシップ教育と英語教
育について述べている。第四節では、グローバル学習の理論と実践的な研究である。第五節では、教師の
信条と実践の諸モデルを紹介している。第 3 章「研究方法」では、研究デザインと研究手順を紹介してい
る。本章の構成は以下の分野の議論が含まれる。（a）研究アプローチのための根拠、（b）サンプルとサイ
ト、（c）必要な情報、（d）研究デザイン、（e）データ収集、（f）データ分析、（g）倫理的配慮、（h）信頼
性の問題、（i）研究の限界、および（j）要約である。第 4 章「結果」では、インタビュー、グループイ
ンタビューや授業観察から得られた主要な結果を提示している。この章は主にインタビュー・データの分
析結果と観察データの分析結果に分かれている。インタビュー・データの分析から、① グローバル意識に
関する外国語教師の信条、② グローバル意識に関する外国語教師によって報告された実践、③ 教師の信
条と実践に影響を与える要因が、そして、授業観察データからは、グローバル意識に関する教師の授業実
践が明らかにされている。第5 章「考察」では、第2章の先行研究と第4章で得られた結果を分析、解釈、
総合し、これらの結果の意義や貢献を論じている。第 6 章「結論」では、これまでの内容の要約、本研究
が示唆できること、本研究の限界、今後の課題について述べている。 
 
論文に対する審査員の評価 
 英語教育に携わる教師の意識を調査する研究であることから、英文学コースの論文にふさわしいと考える。最先
端の方法論であるグラウンデッド・セオリー・アプローチを用いた研究は中国の英語教育に関しては先例がないが、
他の国々で実施された外国語教師意識調査の結果を裏づける結果を得ている。中国の英語教育に関する初めて
の質的調査でもあり、中国語で書かれた先行文献の英語による紹介も初めてである。 
一見すると Finding #4 においてのみ報告されたカナダ・プログラムの授業観察データはあまり関係ないと思わ
れるかもしれないが、本研究は中国の一高等学校全体のケーススタディなのであり、中国ではこのような特殊な
プログラムの観察データが、その学校全体のグローバル意識を把握するにはきわめて重要である。本研究は、定
量的な大規模アンケート調査研究のように一般化できないが、質的事例研究として、定量的研究ができない深い
洞察を提供し、特定の状況についての豊富なデータを提供している。そのアプローチには当然限界があるが、本
研究者がそのことを十分認識していることは結論で示されている。 
 中国だけでなく、語学教育におけるグローバル意識一般の理解に大きく貢献するであろう論文であり、高く評価でき
る。博士号授与の条件を十分に満たしていると全員一致で判断した。 
 
公開審査会開催日 2013 年 4 月 17 日 
審査委員資格 所属機関名称・資格 博士学位名称 氏 名 
主任審査委員 早稲田大学文学学術院・教授 Ph.D（ﾃﾝﾌﾟﾙ大学ｼﾞｬﾊﾟﾝ） ユングハイム, 
ニコラス 0． 
審査委員 早稲田大学文学学術院・准教授 博士（教育学）国際基督教大学 ホサイン,タニア 
審査委員 東北大学・准教授 Ph.D（ﾀﾞｰﾗﾑ大学） 山田 悦子 
 
